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署名委員
　　　　　　　　　　委員長

　　　　　　　　　　委　員
　午前　１０時００分　開会　
委　員　長　　本日は５名の委員の出席を得ましたので、委員会は成立いたしました。

　ただいまから、平成２４年第７回教育委員会定例会を開催いたします。

○報告事項

１．教育委員会事務局幹部職員発令内容

（次長）

委　員　長　　事務局幹部職員、係長級職員、指導主事の異動について、次長から報告願います。

次長　　それでは、私の方から教育委員会事務局幹部職員の発令内容についてご報告いたします。

　４月１日付の発令内容について、資料をご覧いただければと思います。

　まず、課長級の転入でございます。庶務課長に小池喜美子でございます。文化・国際交流課長からの転任でございます。

庶務課長　　小池です。よろしくお願いいたします。

次長　　指導室長、矢部崇でございます。東村山市萩山小学校長からの転任でございます。

指導室長　　矢部でございます。よろしくお願いいたします。

次長　　中央図書館長、代田治でございます。介護保険課管理係長からの昇任でございます。

中央図書館長　　代田でございます。よろしくお願いいたします。

次長　　なお、課長級の転出職員については、記載のとおりでございます。

　最後に、私は事務局次長で転入してまいりました寺西でございます。よろしくお願いいたします。
　なお、前任の浅島につきましては、定年退職してございます。

　あと、係長級の職員等については、名簿をご覧いただければと思います。

　よろしくお願いいたします。

委員長　　では、改めてお知らせします。本日の会議に出席する職員は、寺西次長、小池庶務課長、森下学務課長、中島生涯学習課長、矢部指導室長、田中新しい学校づくり担当課長、大澤学校地域連携担当課長、代田中央図書館長の、以上８名でございます。

　本日の会議録署名委員は、会議規則第２９条により今井委員にお願いいたします。

　それでは、議事に入ります。

○審議事項
１．平成２４年度教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価の実施について
（資料庶―１・庶務課）

委員長　　審議事項についてです。平成２４年度教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価の実施について、庶務課長から説明願います。

庶務課長　　それでは、右肩に「庶－１」と書いてございます資料をお願いいたします。

　平成２４年度教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価の実施についてということでございます。
　平成２４年度の地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づく、教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価、（以下、「教育委員会が行う点検・評価」という）を下記のとおり実施いたします。

　法令根拠といたしましては、条文２７条に規定がございます。

　記書き以下でございますけれども、点検・評価の方法でございます。

　まず、施策評価ということでございます。

　平成２４年度の教育委員会が行う点検・評価は、板橋区教育振興推進計画「いたばし学び支援プラン」に規定がございます８つの重点施策に関する施策評価として実施するものでございます。

　対象といたしましては、教育委員会が行う点検・評価の対象は、前年度、平成２３年度に実施した事務事業といたします。

　点検・評価の流れでございますけれども、まず、所管課長によります一次評価を行います。その後、外部評価。３名の外部評価委員さんによります合議体ですけれども、その評価を得た上で、それらを踏まえた教育委員会としての二次評価、こちらが最終評価になりますが、それをしていただきます。

　なお、平成２４年度の評価より、二次評価「評価標語」、これは後ろに、参考に色々つけてございますけれども、めくっていただきまして３枚目です。「定義」というふうに書いてございますけれども、評価標語、一番下段でございます。こちらの標語の定義、こちらにコメントをつけ加えさせていただいて二次評価をいただくということでございます。
　こちらはご要望のあった結果ということでございまして、評価に至ります経過を簡単にコメントとしていただけるということで考えてございますので、お手数ですが、よろしくお願いいたします。

　また、外部評価ということでございますけれども、これは先ほど申し上げたとおりの会議を開かせていただきます。外部評価をいただきます。

　評価対象施策でございますけれども、後ろの方につけさせていただいております。平成２３年度に実施したものを、このような形で、重点８項目の中から選びまして、行うものでございます。
　施策評価表ということですので、記載例というものも合わせてつけさせていただきました。参考にご覧いただければと思います。

　スケジュールでございますけれども、まず、４月ということで一次評価、所管課評価の実施をさせていただきます。評価表を作成していきます。これが５月中旬までの作業となります。

　６月下旬ですが、外部評価ヒアリングの実施を予定してございます。こちらの外部評価の結果を受けまして、７月下旬から８月にかけまして、二次評価ということで、教育委員会評価の方を検討していただきます。

　９月になりまして、二次評価を決定していただきまして、１０月には区議会、あるいは広く区民の方に公表していく予定で考えてございます。

　担当は、庶務課経理係で行わせていただきます。

　教育に対する事務の管理及び執行の状況の点検・評価の実施についてのご報告は以上でございます。

委員長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　今年も外部評価というのを取り入れると思うのですけれども、具体的に、外部評価をやっていただく先生方のメンバーというのは決まっているんでしょうか、これからですか。
庶務課長　　現時点では、これまでお願いしていた方に、引き続きお願いしていこうというふうに思ってございますけれども、まだ、これからきちんと決めてまいります。

委員長　　我々の評価については、恐らく、去年、一昨年とほとんど同様だと思いますので、そのとおりやればいいと思いますが、例えば、昨年、一昨年と評価していますけれども、その評価が、例えば今年度の事業にどのように生かされているのかという部分があれば教えていただけると、非常に評価したかいがあるなという気がします。

庶務課長　　それも合わせまして調査させていただきまして、ご報告できる時点でご報告させていただきたいと思います。

委員長　　では、よろしいでしょうか。

（はい）

委員長　　では、平成２４年度教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価の実施については、このような内容で進んでいくことでよろしいでしょうか。

（異議なし）

委員長　　では、そのようにお願いいたします。

○報告事項

２．平成２４年度教育予算の概要について
（資料・次長）

委　員　長　　それでは、報告事項を聴取します。報告２「平成２４年度教育予算の概要について」、次長から説明してください。

次長　　それでは、お配りしてございます「平成２４年度教育予算の概要」、こちらの緑色の資料をご覧いただきたいと思います。
　３月の区議会本会議で、平成２４年度予算につきましても議決していただきましたので、その内容について、概要ですが、ご説明させていただきます。
　まず、開いていただきまして１ページ目。

　板橋区予算の概要でございます。１番、予算の編成の基本的考え方。
　（１）平成２４年度を迎えてというところでございますが、第２段落目の後段ですが、「特に」ということで記載がございます。
　平成２４年度は、個人所得の減少により、特別区民税が減収となり、特別交付金も、固定資産税や法人住民税の減収により、前年度を下回るという厳しい財政状況に直面している。今後も大幅な景気回復が見通せず、財政調整基金などの積み立てが期待できない中、その活用にも限界が見込まれる状況にある。

　一方、このような厳しい財政状況下においても、平成２４年度が区制８０周年の節目の年であることを踏まえつつ、「いたばしＮｏ．１実現プラン２０１５」を基本として、区民生活の安定を最優先に、喫緊の課題である震災対策、保育園の待機児解消を含めた子育て支援策、学校改築や本庁舎南館の改築などの社会資本の整備、地球温暖化防止対策などの取り組みを重点的に推進していかなければならないということで、区の予算に対する考え方が示されてございます。

　前段でも書かれておりますように、財政状況については、収入がなかなか確保できない、あるいは減少するという中で、歳出がなかなか抑制できないという状況がございます。
　そういう中で、今後、板橋区としても財政の対策について、今まで以上に本腰を入れて取り組んでいかなければならないということで、全庁的な検討も開始されております。また、その検討の内容等については、別の機会でご説明させていただければと思います。
　続きまして、２ページです。
　財政の規模のところで、一般会計が１，８１５億円。前年度に比べて３．２％の減でございます。

　その下の、国保、介護、後期高齢者の特別会計は、それぞれ対象者の増等がございまして、増加してございます。区全体の会計を足し合わせたものにつきましては２，８０１億円ということで、０．８％の減となってございます。

　あと、歳出でございますが、（２）のところでございます。

　経常的な経費であります部自主編成経費、こちらについても２．６％の減。あと、義務的経費についても１．９％の減ということで、なかなかここの部分については削減が難しいところでございますが、政策的経費ということで１７１億円、１３．６％減ということで、裁量権がある部分について減少させているというのが予算編成上の特徴でございます。

　３ページ以降、３つのナンバーワンと１０の板橋力アップに示されております主要項目について記載がございます。

　教育関係ですと、１番目のあたたかい人づくりナンバーワン、人づくり力アップのところで、フィードバック学習の拡充、学校支援地域本部事業、あいキッズ事業、放課後子ども教室、いきいき寺子屋プラン、私立幼稚園等助成、教育支援センター整備、区立学校適正配置推進、外国人指導者による英会話授業などの事業が掲げられております。
　ほかの事業については記載のとおりでございますので、７ページにお進みいただければというふうに思います。

　７ページが、平成２４年度の板橋区一般会計当初予算の総括表でございます。

　歳入でございますが、一番下の合計が１，８１５億３，０００万円ということで、額で６０億円、率で３．２％の減となってございます。

　主な歳入の項目ですが、特別区税が４０９億９，７００万円ということで、３億５００万円の減。

　それから、主要なところで特別区特例交付金、９番のところでございますが、こちらも６億４，４００万円。特別区交付金も６億円。国庫支出金、１４番ですが、１７億１００万円の減ということで、主要な部分で減となってございます。

　最終的には、１８番のところに記載がございます繰入金を充てまして、財源不足を補ったところでございまして、記載はございませんが、財政調整基金から５２億円を繰り入れて、繰入金の総額が、記載の１０２億８００万円となってございます。大変厳しい歳入の状況だということでございます。

　一方、歳出ですが、同様に１，８１５億円で、３．２％の減となっておりますが、教育費、８番目のところですが、２０５億６００万円。前年に比べると３１億５，２００万円、２３．８％の減となっております。区一般会計予算に占める割合が１１．９％ということでございます。

　この大幅な減となった要因については、後ほどご説明させていただければと思います。

　続いて、８ページ、９ページ。

　こちらについては、板橋区教育予算の概要の部分ですが、教育ビジョン、それから「いたばし学び支援プラン」につきまして記載させていただいているところでございます。

　続いて、１１ページにお進みください。

　こちらが、平成２４年度の教育予算の総括表でございます。

　歳入でございますが、２１５億５７５万８，０００円ということでございますが、そのうち７番目の一般財源が１４６億円ということで、自主財源である区の一般財源が教育予算に多く投入されているということで、教育予算のうちの歳入に占める割合は６８．２％ということで、大半を一般財源によって賄っているというところがございます。

　歳出でございます。
　合計のところ、２１５億円で、前年に比べまして３１億円ほどの減。増減率としては１２．８％となっております。

　それぞれの項目ごとにご説明をいたします。

　まず、教育総務費ですが、こちらが２９億円余りで、３，９００万円ほどの増となってございます。こちらは、学校用務の新規委託校の増によりまして、学校管理経費等が増となってございます。

　また、フィードバック学習の拡充によります４年生の部分での拡大についても、こちらの教育総務費で増となっているものでございます。

　２つ目、小学校費でございます。
　こちらは７８億円余りで、８億６，２００万円ほどの減になってございます。９．９％の減ということでございます。

　こちらの減となった主な要因といたしましては、志村坂下小学校、板橋第四小学校の大規模改修、それから前野小学校の耐震補強工事が終了したということによりまして減となっているものでございます。

　一方、増となっている部分につきましては、板橋第一小学校の改築経費、紅梅小学校の特別教室新築、前野小学校の改築経費等が増となってございます。
　差し引き８億６，２００万円ほどの減となってございます。

　続いて、中学校費ですが、６５億円余りの予算となってございまして、２５億７，１００万円ほどの減となってございます。２８．３％の減ということで一番大きいわけです。

　こちらの減となった主な要因ですが、板橋第二中学校、志村第二中学校での大規模改修、また向原中学校、板橋第五中学校での耐震補強工事が終了したことによりまして大幅に減となってございます。

　一方、新たに増となっているものにつきましては、赤塚第二中学校の改築工事が増となってございますが、減となっている部分が大変多かったので、今年度については大幅な減となってございます。

　また、平成２４年度については、教科書改訂に伴います教師用の教科書、指導書の購入が追加で見込まれています。

　その下の幼稚園費でございます。
　こちらは１５億円ほどでございまして、前年度に比べて９，１００万円ほどの増、６．４％の増となってございます。

　こちらの増の主な要因でございますが、予定児童数の増に伴いまして、幼稚園就園奨励費の増。また、高島幼稚園での外壁改修工事が予定されておりますので、増となっております。

　最後に社会教育費でございますが、３１億円余りということで、１億５，０００万円ほどの増、５．０％の増となってございます。こちらは、あいキッズ事業等による増が主なものでございます。

　続いて、１２ページ以降ですが、いたばし学び支援プラン第２期の計画に沿った形で各事業について整理されておりますので、後ほど、ご覧いただければと思います。

　１６ページ以降が、教育予算の主要事業ということで記載させていただいております。各説明のところに、※がついておりますのが新規事業でございますので、その辺を中心にご説明させていただきたいと思います。

　まず、人づくり力ＵＰの２番目、給食調理業務の委託でございます。
　小学校４２校、中学校２０校で実施されておりまして、今年度は高島第三小学校が新規に委託となってございます。

　続いて、５番目のあいキッズ事業でございます。

　小学校２５校で実施しておりまして、今年度については８校で新規実施の予定でございます。

　続いて、いきいき寺子屋プランでございますが、こちらは推進校５８校で実施しております。今年度につきましては、緑小学校、北野小学校、常盤台小学校の３校で、新たに推進校として取り組むということになってございます。

　続いて、１７ページでございます。

　先ほどお話ししました幼稚園就学園奨励費が３，８７０人。記載はございませんが、前年度に比べると１９７人の増となってございます。

　続いて、１４番目、教育支援センター整備でございます。
　こちらについては予算措置されてございませんが、人員の配置等もございまして、開設準備、それから本庁舎南館内の設置に向けましてプランニングを今行っているところでございます。

　１７番目、学力向上支援事業でございます。

　学習指導講師の派遣等がございますが、④フィードバック学習方式の実施につきましては、今年度、小学校の４年生を新たに拡充する予定でございます。
　続きまして、１８ページです。
　２８番、学校管理業務でございます。こちらにつきましては、学校用務の委託ということで、２１校２園で実施してございます。

　今年度については、７校２園で新たに取り組む予定でございます。学校は志村二、中台小、紅梅小、常盤台小、志村第二中学校、志村第三中学校、上板橋第二中学校、高島、新河岸の幼稚園でございます。

　３０番、特別支援学級でございます。④固定学級の設置ということで、高島第一中学校に、平成２５年４月開設に向けて、今年度中に準備を行うということで予算措置されてございます。

　続いて、１９ページでございます。

　学校支援地域本部事業。②のところに記載のとおり、１０校でモデル実施ということで、今年度は新たに５校で開始してございます。
　それから、４３番。図書館管理業務でございます。一番下の⑨番でございますが、８０周年記念企画展示と、区制８０周年に合わせた事業を計画してございますが、こちらについては、計画がまとまり次第、改めてご報告させていただければというふうに思っております。

　続いて、２０ページですが、ボローニャブックフェア。こちらも、区制８０周年に合わせた記念企画を今年度予定しているところでございます。

　最後に、２２ページです。３番目、都市再生力ＵＰのところでございます。

　１番目、小中学校施設改修経費でございますが、大規模改修といたしまして、今年度は、志村坂下小、板橋第四小学校、板橋第二中学校の外構、校庭、擁壁の工事を予定してございます。
　２番目、板橋第一小学校の改築につきましては、平成２５年度の供用開始を目途に、今年度、工事を行っております。
　紅梅小学校の特別教室棟の新築工事につきましても、平成２５年度の供用開始に向けて、今年度、工事を行う予定でございます。

　続いて、前野小学校の改築でございますが、こちらは体育館の改築でございます。こちらは平成２６年度に新体育館の供用開始をするために実施設計を行うものでございます。

　板橋第三中学校の改築でございますが、本年４月から既に供用開始をしているところでございますが、今年度につきましては環境整備工事ということで、校庭等、あるいは旧校舎の解体等の工事を行う予定でございます。

　赤塚第二中学校の改築でございます。こちらにつきましても、平成２５年度の供用開始に向けて工事を行っております。

　それから、最後、公共建築物耐震改修設計でございますが、中央図書館につきましては耐震補強を行えば引き続き使用できるという見通しが立ちましたので、本年度それの設計を行う予定でございます。

　また、蓮根教育相談所につきましても、耐震補強を行うべく設計を行う予定でございます。
　平成２４年度予算については、以上であります。
委員長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　教育のトータルの予算で考えたときには、委託が増えると教育の予算が増えるということになるわけですよね、別のところが減って。そういうことになるわけですよね。
　用務の委託とか給食の委託とかというのは、教育委員会の予算が増えて、ほかの予算が減るということなのか、それとも教育委員会の中で出し入れしているという話なんですか。
次長　　教育委員会の用務の方の人件費等については、教育委員会の予算の中に入っておりますので、そこが減になって、また別のところの教育委員会の中の用務の委託料が増になるということです。

谷田委員　　そうですよね。そこら辺がなかなか見えにくいというか、そんなふうに感じています。

　あともう１つ、今年度、板一小と赤二中ができますよね。色々と設計を含めて新しい取り組みをしている学校になるというふうに思うのですけれども、協同学習とか色んなことを教育委員会の中でも学んできて、多分、新しい取り組みが来年度から始まるということになると思うんですけれども、このあたりをしっかり準備していただくという大事な１年なのかなというふうに感じました。

委員長　　毎年そうなんですけれども、学校の改築、改修の予算が実は非常に大きくて、それを含めて考えると、いつも額が大幅に動いているので、実際に、直接、学校の建物でない部分にかかわる部分がどうなったのかなというのが一番心配するところなんですけれども、一応、お話を伺っている限りでは、従来行われている事業はほとんど継続しますし、フィードバック等は拡充しますし、学校支援地域本部も数が増えるということで、いい方向にはいっているのではないかと思いますけれども、何か削ったものはあるんでしょうかというのを聞いた方が早いような気がするんです。

次長　　申し上げた部分での工事費の部分は確かに減になってございますが、それ以外の部分で、今お話が出ました退職の職員が出た場合での人件費の部分については、学校調理、用務、その他の学校関係の職員については、事務を除いて退職不補充でございますので、そこでの人件費が、かなり全体としては減になってございます。

　また、児童生徒数が増減することによりまして、児童数当たり、あるいは学級当たりというような予算の配当もしてございますので、そういう部分が児童数減等に伴いまして減るのかなというふうに思っております。その辺については、なかなか見えづらいといいますか、分かりづらい部分がございます。

　あと、事業の見直し等につきましては、財政状況が大変厳しい状況でございますので、維持管理経費等について見直せるものについては見直す、また、光熱水費の節減の努力とか、そういうような対策についてはかなり取っております。

　あとは、定数的に配置をしている部分について、先ほど申し上げた学級数、児童数の変更によって若干変わっている部分はございますが、それ以外で大きく減しているものはないのかなというふうに思っています。

教育長　　子供の教育に直接かかわる部分に関しては、例えば学校図書館の司書も大変有意義に働いていますけれども、今、１日入っているのを本当はもう少し日にちを増やしたかったとか、そういう希望はあるんですよね。
　それから、教員の指導力向上のところも、実際には前からほとんどついていない状態で、学校の研究奨励などをやっても、十分に講師の謝礼を払い切れない程度の予算しかついていないとかがかなりあるので、そういうところをもう少し充実させたいなというところはあったんですが、子どもの教育にかかわる部分については、ほとんどダメだったというところです。

　あとは、少しずつ昨年度ののり代部分ですよね、少し余分を持たせて、余裕を持たせた部分を全部きれいにカットされたというような状況です。

　ただ、心配しているのは、１５ページの重点７のところで（２）教育のＩＴＣ化の推進というのがあります。昨年度、電子黒板を各校に１台ずつ入れましたので、それで終わりになってしまっているんですよね。
　③で推進計画を今つくっていますから、その中で今後のこの取り組みに、来年度以降のところで少し期待をかけるしかないかなと思うのですが、余り教育のＩＣＴ化について色んな機器を入れるとかというところに関しては、板橋はかなり遅れていると思うのですけれども、実際に予算化できていないという状況なので、大変今後も厳しい状況があるかと思います。

委員長　　ほかにご意見はございますでしょうか。

　あとは、議会でたびたび言われております学校のトイレ問題が色々あります。なかなか予算的には難しい面もあるかとは思いますけれども、できれば改善させてやりたいなとは思っております。

教育長　　財政的には、より厳しくなってくるかなというふうに思います。

今井委員　　１７ページの８とか９って要るんですかね。
学務課長　　これは、今回は、今、次長からあったように、ニーズの増で、予算的には増えているところです。

今井委員　　市区町村がこういった補助をするというのは全国的に一般的なことなんですか。

学務課長　　そうですね。私立幼稚園は色んな制度があるんですが、就園奨励という国補助のものもあるんですけれども、それ以外に各自治体の補助というのも、全国レベルではなかなか私も把握していないんですが、都内ですとかなり多くの自治体、ほとんどの自治体が、場合によっては、うちの区よりもさらによりやっているところもあるようなところで。

今井委員　　分かりました。

委員長　　では、予算についてはよろしいでしょうか。

○報告事項

３．予算審査特別委員会（当初予算）総括質問答弁要旨
（資料・次長）

委　員　長　　そうしましたら、報告３「予算審査特別委員会（当初予算）総括質問答弁要旨」について、次長から報告を願います。

次長　　それでは、お配りしてございます資料をご覧いただきたいと思います。

　３月１５日から３日行われました内容でございます。

　まず、３月１５日。坂本あずまお議員、自民党でございます。

　こちらの質問といたしましては、統合型ＧＩＳというのを区で導入するということで、地図情報システムでございます。
　今検討しているところでございますが、様々な分野で活用できるのではないかということで、適正規模・適正配置の判断材料、あるいは将来の人口推計を見据えた対応などができるのではないかというようなご質問でございました。

　答弁といたしまして、委員がご指摘のように、転出、転入など様々な動的な要素を加味したり、将来人口推計などの客観データの推計については、可能な限り合理的な推計を考慮したり様々なシミュレーションが可能となるＧＩＳなどの活用をして、適正規模に限らず、色々な教育の課題の議論の中で活用していきたいというふうにお答えしてございます。

　続いて、自民党の天野議員でございます。
　こちらについては、中学校の体育、特に柔道の指導のことについてご質問がございました。事故等もございまして、その辺のご質問でございます。

　柔道の指導については、基本的に体育の教員が当たっておりますが、安全面を配慮して、学習指導講師や副校長など複数で指導を行っているというところでございます。

　また、２ページ目のところですが、今年の夏には、夏季休業中に板橋区柔道会の協力のもと、区立中学校の保健体育の教員を対象にした実技研修を実施していきたいということでご答弁してございます。

　続いて、かいべとも子議員、公明党でございます。
　こちらのご質問は、フッ化物洗口事業について、もっと推進をしていったらどうかというような内容でございます。

　こちらにつきましては、学校、歯科医師、あるいは教育委員会事務局で組織されております協議会において、希望家庭に薬剤と洗口液専用ボトルの配付などの取り組みについて検討を行って、特にハード面で、洗面の施設の数の問題、あるいは薬品の管理の問題、あとは洗口時間をどういう形で確保していくのか、また、実際の効果の問題といたしまして、奥歯への効果が出にくいという課題がございますので、こういう課題を踏まえて検討していくということでご答弁してございます。

　なお、天津わかしお学校につきましては、地元の学校医さんのご厚意で、フッ化物洗口と同様の効果が得られるものとして、歯への薬品の塗布を実施しているということで、このような状況も踏まえて今後も検討していきたいというふうにご答弁してございます。
　続いて、公明党の大田ひろし議員でございます。

　学校適正規模及び適正配置について、審議会の答申を受けて適正配置は推進していけるのかというご質問でございます。

　審議会の答申に沿った形で今後実施していくということになりますが、教育環境を整えることを第一に考えるという観点で、保護者や地域関係者との合意形成を図りながら推進していきたいというふうに考えております。

　協議会の設置を行いまして合意形成を進めていきたいというふうに思っております、というふうに答弁してございます。

　続いて、公明党の小林公彦議員でございます。

　こちらについては、フィードバック学習での成果について質問がございました。

　フィードバック学習方式については、つまずきについて早い時期から対応が可能となるということで、今後も実施、充実させていくということで、児童生徒のつまずきやすい学習内容をより正確に把握してふだんの授業に活かしていくことが可能となって、学習の遅れを解消できるのではないかというふうに考えているというふうに答弁してございます。

　続いて、５ページです。共産党のいわい桐子議員でございます。

　防災とか災害対策ということでご質問がございまして、特に、避難所等で、アレルギーのある児童生徒への対応についてのご質問がございました。学校の備蓄品にアレルギー対応のものを備えたらどうかというようなことでございます。

　６ページのところに記載がございますが、現在、アレルギーのための備蓄食料については備蓄していないという状況でございますが、学校で、当該児童生徒については日頃からアレルギーの状況について把握できている方に対しては、非常時の食料確保について今後具体的な検討をしていきたいというふうに答弁してございます。

　続いて、共産党の小林おとみ議員でございます。
　こちらは、原発・放射能の問題についてということで、文部科学省から配られました副読本「放射線について考えてみよう」というものについての活用でございまして、副読本によらない、現実に即した放射能教育を進めたらどうかということでございます。

　７ページのところですが、答弁については、副読本については放射能についての科学的な基礎知識と放射線から身を守るための注意事項が説明されているということで、教育委員会では、防災教育も含めた安全教育において、この副読本やそのほか文部科学省や東京都教育委員会から配付されている補助資料などを活用して、また、板橋区や被災地などの現状についても、正しく児童生徒に指導するように各学校に働きかけていきたいというふうに答弁してございます。

　その下のところですが、教育相談所機能の充実ということで、今回、志村第六小学校のあいキッズの人数がかなり多くなりましたので、教育相談所のプレイルームにつきまして、本年度４月から志村第六小学校のあいキッズの部屋として１つ使用できるように開放していただきました。そのようなことがございまして、教育相談所のあり方についての質問でございます。
　あいキッズへの対応について、どういう形になるのかということでございます。質問の中にもありますが、利用者についても、相互の利用者に周知しているところでございます。

　また、子供の動線が重ならないように配慮して、相談所のプライバシーの確保ができるように対応して、入り口を別に設けておりますので重ならない形で対応できるかというふうに思っております。

　続いて、３月２１日。１０ページでございます。すえよし不二夫議員、民主党でございます。
　こちらは、小中学校の防災倉庫の備蓄品については、児童用と区民用と別々に確保してはどうかということでのご質問でございます。

　現在、備蓄物資につきましては、保管場所確保の問題もありまして、現状では、既存の備蓄物資を、学校の児童生徒の分も含めて融通しあっているところでございます。引き続き、そのような対応になっていくのかなということでご答弁しております。

　続いて、１０番目。おなだか議員、民主党でございます。

　こちらについては、大山小学校の小規模化に伴います対応についてのご質問でございます。

　学校選択制の影響で児童数、生徒数が減少したのではないか、あるいは特別支援学級の設置が影響しているのではないかということでご質問がございまして、今後の対応方針についてのご質問でございました。

　今後は、審議会の答申に従って、大山小学校の保護者や地域、学校関係者による協議会を設置して、最終的には協議会における合意形成を図っていきたいということでご答弁してございます。

　続きまして、みんなの党の松島議員。
　こちらについては、帰宅困難用非常食の配備についてということで、先ほどと同様の質問でございますので省略いたします。
　続いて、五十嵐やす子議員、生活者ネットでございます。

　日光移動教室におきます食事の提供の部分についての放射能対策ということでございます。

　全量検査、あるいは産地の公表等を行うべきではないかということでございまして、現在、一部の宿泊先においてはホームページで産地について公開をしておりますので、他の宿泊先についても協力を要望していきたいと思います。
　それから、サンプルメニューの全量検査でございますが、日光移動教室で利用する６施設のうち３施設では既に１月と２月に移動教室と同じ朝食と夕食の全量検査を実施して、放射性物質は不検出となってございます。

　残りの３施設と榛名林間学園の食事についても、準備が整い次第、全量検査を実施する予定と確認しているところでございます。
　概要については、以上でございます。
委員長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　フィードバック学習に関しての質問も出ていますけれども、恐らく、だんだん学校でも理解は進んでいると思いますし、これからは、学校だけではなくて、保護者とか地域の方々というか、学校支援地域本部などもそうかもしれないですけれども、そういったところでの理解を深めていくところがまたポイントになっていくかなというふうに思いますので。

　また５月にＰＴＡの方たちに対して予算説明会とかありますよね。ぜひ、教育委員会で新しく取り組んできていることを上手く伝えていただいて、一緒になって取り組んでいくような、そんなような雰囲気ができたらいいんじゃないかと思います。
教育長　　今回、公明党の小林議員からフィードバックについて質問が出ているんですけれども、改めて質問するに当たって、フィードバックの中身をきちんと教えてもらった上で質問しているということで、こんな素晴らしいことをやっているんですねと、そういうふうに言われまして、大変評価していただいていますので、委員がおっしゃったように、もう少し保護者にもきちんと周知できるようにしていきたいなと思っています。

委員長　　フィードバックの話で、予算委員会の話とは違うんですけれども、ホームページに問題を出しているじゃないですか。あれは、暗証番号というか、パスワードが要ると書いていながら、なくても見られてしまうのは。
教育長　　見えたのは始めの１日、２日だけだったと思うのです。今は、もうなくなってしまったんですけれども、お知らせに欄に。何日か後には、もうパスワードがないと、概要は見えるんですけれども問題は見られない。

委員長　　そうですか。最初のときしか見ていないので。

教育長　　あれは、本当に版権をとって出版するということをしてもいいような程度のものだと思っています。

委員長　　予算委員会の方は色々話が多岐にわたっておりますので、かなりランダムになってしまうんですけれども、坂本あずまお議員のＧＩＳ利用の点では、答弁でも述べておりますけれども、工場跡地が急にマンションになってしまったりとか、畑がマンションに変わったりするんで、なかなか将来予測には使いづらいという面もあるかと思うのですけれども、通常に、住宅がそのまま世代交代していくようなところは、かなり有効に使えるのではないかなというふうに思いました。

　それから、フッ化物洗口については、余り一般家庭でもやっていないような気もするので、一般家庭である程度やるようになってきたら、学校でもやってもいんじゃないかという気がしております。

　あと、学校備蓄物資のアレルギー対応ですけれども、アレルギー自体が、大豆とかそばとか色んなもの、多岐にわたるので、それを個々に対応していくのはなかなか大変だなというふうには思いますけれども、やっていかなきゃいけないのかなということで、アレルギー対応の備蓄物資があるのかどうか、ホームページで調べましたら、結構色んな種類が出ているので、何とか対応はできるのかなという気はしましたけれども、なかなか大変かなというふうに思いました。
　あとは、いわい議員の学校施設のバリアフリー化は、なかなか実際に難しいのだと思いますし、２階以上に体育館をつくっているところもありますので、そういうところはどうするんだろうかという。実際には、なかなか実施するのは難しいかなというふうに感じました。
　あと、日光の移動教室で、以前、無線が通じなかったという話がありますけれども、今度、南館ができれば北館より高いですよね。低いんですか。では、アンテナは今以上に高くはならないですね。

　無線は、普通の電話機と違ってどこでも通じるというわけではないので、出先で、なるべく無線の通じやすい場所を探してやらないとなかなか通じないので、日光とか榛名みたいに、しばしば行くところは、ある程度、そういう地点を見つけておいた方がいいんじゃないかなと。

学務課長　　　無線に関しましては、民間の中継施設を使っている無線の電波の種類ですので、実際に持っていきながら検証してもらっているんですけれども、場合によっては新しい中継基地を、契約数を増やすことによってエリアカバーするのが可能になってきますので、その辺の検証もしながら、できるだけ利用頻度の高いところは通じるようにしていきたいと思っています。

委員長　　リピーターを使っているんだ。

学務課長　　そうではないんですけれども、民間仕様の無線で行政用の地域防災無線のように、ここのアンテナから飛ばすタイプとはまた違うやつなんです。

委員長　　了解です。

教育長　　アレルギー対応の学校備蓄物資に関しては、おっしゃったように大分色んなものがあるようですし、個々に応じて全部違うという状況がありますので、その辺は学校とよく相談していただいて、必要だと思ったら親が用意して学校に預けるというような形に今後なるのではないかなというふうに考えています。
委員長　　それが一番いいと思います。

教育長　　全部、それを行政で対応するというのは難しいところかなと思って。

学務課長　　児童生徒の分と、あと、学校は、よく議論になっていますが、一般区民の避難所でもありますので、その両方の部分でアレルギー対応を考えたときには、例えば、一般的なものをある程度用意する可能性があるにしても、児童とか、さらに自分で判断できないような比較的学年とか年齢の小さい方に関しては、ある程度、今、教育長も言われたように、自己責任ではないですけれども、余りこちら側で既製品で用意するのも難しいのかなというところがあると思いますので、一般論で用意するのと自己責任で用意するもの、この辺はバランスも含めて考える必要があるのかなと思っています。

教育長　　それから、先日の校長会のときに本山委員がおっしゃっていた柔道の指導者の件ですけれども、実は昨日も板橋三中に行きまして、新しく学校ができたものですから見学をしたんです。

　柔道はどういう形で教えますかと問いましたら、中学校の場合は、体育の教員が、かなり黒帯を取っている人が多いんだそうです。ですから、板三中は黒帯の人がいるので、その人が男女ともに全部やります。

　３カ月、４カ月という期間は、ほとんど受身の練習で終わってしまうというところで、技をかけてというところまでいかないのが普通なので、その辺の安全性は確保できると思いますというようなことを言っておりました。
　あとは、もう少し研修もしっかりやってもらうということで話を進めています。

谷田委員　　この件は話題になっているだけに、より慎重に対応していく、何かあると、すごく敏感に皆さんが反応されるような気もしますよね。

教育長　　なにしろ１つは、複数で指導する。１人でしない。目が行き届かないところで事故が起こっていますから、複数指導を必ず徹底してもらうということと、技術的に上げるというのはもちろんですけれども、その辺をしっかりやるのと、あとは、どういう授業をしているのかというのを、地域ですとか保護者に、早い時期に公開してもらおうかというふうに思っています。そうすると、実際に見て安心されるかなと思いますけれども。
委員長　　そうですね。逆に、保護者がいると、後ろでそんなにふざけているなんていうのは、なかなかしづらいから、いいんじゃないかと思います。

本山委員　　校長会のときにも申し上げたんですけれども、高次脳機能障害そのものが今、分かられてきている段階です。
　だから、柔道事故でも、今までは潜っていたといいますか、分からなかったようです。高次脳機能障害が続いて、あの柔道の事故の後遺障害なんだということが今、続々と分かってきている状態なんだそうです。それで心配しておりました。
○報告事項

４．人事情報（平成２４年３月）
（資料指―１・指導室）

委　員　長　　では、報告４に移ります。報告４「人事情報（平成２４年３月）」について、指導室長から報告願います。

指導室長　　よろしくお願いいたします。資料は「指―１」と書いてある資料でございます。

　指導室が所管する県費負担出張職員と非常勤職員の人事については、毎月、最初の教育委員会でご報告をさせていただいているところであります。今回は、３月３１日付の報告となります。

　まず、上の１番の正規職員についてでございますけれども、３月末の教職員数は、括弧内が休職者など１０４名、それから、括弧のないものが１，７７１名で、総勢１，８７５人であります。

　括弧内につきましては、２月のご報告よりも２名増えております。この２名の内訳でございますけれども、産休に入りました教員が育児休業にそのまま入るケースが５名ございます。これが増要因で、５名であります。

　それから逆にマイナスの要因が、病気休職からの復職が１名。育児休業から復帰した者が、これも１名。それから、今まで育児休業だった者が、そのまま、また次のお子さんの産休に入られるというケースが１名ということで、マイナス要因が３名。５とマイナス３でプラス２というような状況になっております。

　それから、下の表でございますけれども、３月３１日付の退職者数でございます。合計で１０７名でございます。定年での退職者は６９名。
　それから、３８名の内訳は、勧奨退職が１８名、普通退職が２０名となっております。これが退職者数の状況でございます。

　それから、資料の裏面でございますけれども、これは非常勤職員の状況でございまして、２月の報告から数字の変化はございません。

　以上で報告を終わります。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　特に大きく変わりはなしということで、特に病気で増えたということがないので、よろしいかなと思います。
○報告事項

５．指導室等事業予定表（案）　第１０版
（資料指―２・指導室）

委　員　長　　それでは、引き続き、報告５「指導室等事業予定表（案）」について、指導室長から報告願います。

指導室長　　資料としては、次の資料をお願いします。

　年間のスケジュールとなっている資料が、年間の行事予定でございます。

　この年間の指導室の行事につきましては、基本的には私どもで示させていただいている教育委員会指導室のグランドデザイン。せんだっての校長会のときに各校長にお示しさせていただきましたが、このグランドデザインを基にして全体の計画をつくっているところでございます。

　グランドデザインにつきまして先に少しお話を申し上げます。グランドデザインの今年度の大きな目玉としては、とにかく授業改善というところでございます。
　その授業改善の方策としまして３つございまして、問題解決型・探求型の授業を実施すること、それから２つ目が協同学習の導入をすること、３つ目が指導と評価と支援の一体化を図ること、この３つにつきまして、各学校で中心になって進めていただいているところでございます。

　また、先日も、資料としては校長会で出しましたけれども、板橋区の教育委員会としての研究奨励の学校を新しく設定させていただきまして、今年度新しく指定した学校は、２年間指定の学校が７校、１年指定の学校が４校ございます。

　昨年度より、あるいは一昨年度より指定している学校もございまして、幾つかの学校が、今年度、研究発表を迎えることになっております。その研究発表の予定もこの一覧表の中にお示しさせていただきました。お時間がありましたら、ぜひ、ご覧になっていただければというふうに考えております。

　なお、先ほど来話題のフィードバック学習でございますけれども、今年度から第４学年をスタートに、４年、５年、６年、中１、中２と、５学年にわたって実施することができました。

　今年度の予定としましては、４月２３日でございますけれども、板橋区全校でふりかえりの本調査を全学年、４年生から２年生は実施することになっております。

　この後、６月を目途に、学校に個表を返しまして、その後、指導主事等が学校に訪問しながら授業改善を図っていくという予定になってございます。

　このふりかえり調査の検証調査でございますけれども、１０月１５日からの１週間の間に各学校で実施していただきまして、確かな学力の定着を図っていきたいというふうに考えております。

　昨年度の結果で申し上げますと、小中すべての学校で、このフィードバック学習の成果が上がったということが聞き取り等ではっきりしておりますので、教員の努力と施策の効果かなというふうに思っております。
　以上でございます。

委員長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　予定表もびっしり入っておりますので。虫眼鏡を持ってこないと見えないのですけれども、できるだけ、参加できるところはよろしくお願いいたします。
○報告事項

６．区立板橋第三中学校改築環境整備工事について
（資料新―１・新しい学校づくり担当課）

委員長　　報告６「区立板橋第三中学校改築環境整備工事について」、新しい学校づくり担当課長から報告願います。

新しい学校づくり担当課長　　それでは、板橋第三中学校改築環境整備工事につきまして、ご説明させていただきます。

　こちらは、議会方面ですけれども、文教児童委員会につきましては４月２０日に報告いたします。

　本件につきましては契約案件ということですので、所管は企画総務委員会となります。第１回の臨時会中の５月７日の企画総務委員会に、契約案件といたしまして報告される予定でございます。

　それでは、資料新―１をご覧ください。

　計画概要については１ページ目に記載してございますけれども、この板橋第三中学校につきましては、ご承知のとおり、改築工事につきましては３月末に終えまして、新年度より供用が開始されているところでございます。

　本件につきましては校庭整備を主といたします環境整備工事でありまして、資料に記載はございませんけれども、起工額につきましては３億１，５９１万３，５００円でございます。

　今後の予定といたしましては、本日がちょうど入札の締め切りだそうです。それから、１７日に仮契約、５月７日が議会の議決の予定でございます。本契約後に着工となっておりまして、工期につきましては平成２４年１２月７日でございます。
　工事の概略をご説明いたします。資料を１枚おめくりください。

　配置図、左側が現在の状況です。右側が完成時の状況になっております。この工事の範囲につきましては、配置図の真ん中に「工事範囲」と上下に書いてございます、その左側半分が工事範囲となります。

　完成図の配置図を見比べていただくと分かると思いますが、既存の校舎、体育館に斜線が引いてあります。こちらを解体いたしまして、グラウンドとして整備いたします。

　完成後には、グラウンドには１５０メートルのトラックと、これは斜めになりますけれども１００メートルの直線走路が確保されます。

　校庭の周囲につきましては、バリアフリーに配慮した屋外トイレを備えた屋外倉庫棟が設置されます。

　それから、高さが１２メートルの防球ネット、大規模建築物等指導要綱に基づきます自主管理歩道を設置いたします。この自主管理歩道につきましては、完成時配置図の西側と南側になりますけれども、舗装材には廃ガラス入りのインターロッキングを使用いたしまして、環境への配慮を施します。

　グラウンドにつきましては、砂塵対策といたしましてグリ－ンダストを入れるほか、周囲には防砂ネット、それから散水器、スプリンクラーを設置いたします。この散水器につきましては、また機械設備等の契約ということで別契約となってございます。

　北側には既存校舎がありますけれども、既存校舎の裏側です。こちらは、現況では高さ５メートルの非常に高い擁壁となっております。この擁壁を切り下げる予定でございます。擁壁から校庭レベルの高さまでは、斜面の植栽帯を整備いたします。完成後は擁壁が１．８メートルの高さとなりますので、周囲への圧迫感の軽減と日照の面でも相当改善がなされるということでございます。
　環境への配慮ですけれども、先ほどの自主管理歩道の廃ガラス入りのインターロッキングの舗装材のほか、校庭の雨水の流出抑制といたしまして校庭の下に浸透管、こちらを延べで約７００メートル埋設いたします。

　この浸透管につきましては既に第１期工事分の校舎側の地下にも埋めてございますけれども、これを合わせまして、この板橋第三中学校で求められる処理すべき雨水量というのが４１１．１５立米ということですけれども、合わせまして、それを上回る５０１．０３立米の対策量となっております。

　擁壁を切り下げる等、当然、大規模な工事になる予定でございますので、近隣の方への説明等につきましては本契約後の５月中旬に実施する予定でございます。
　説明は、以上です。

委員長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

本山委員　　その雨水浸透管というのは、その雨水を再利用できるものなんですか。再利用は。

新しい学校づくり担当課長　　再利用ではなく、グラウンドの隅々に水が落ちる部分をつけまして、その大きな管に通っていくわけですけれども、管から地下へ浸透させるということなんです。いわゆる地下地面に返っていくというような感じです。
教育長　　工事が長く続きましたけれども、この工期は１２月７日までになっていますが、これでほぼ完了というふうに考えていいんですか。

新しい学校づくり担当課長　　そうですね。先ほども少し触れましたが、スプリンクラーの設置とか、いわゆる環境整備に関する設備工事というのは別契約で結ぶのですけれども、それも合わせて、年内いっぱい、１２月というような形になっておりますので、学校側の部活であったり、体育祭であったりとかというのは、今年度も少し影響を受けてくるところではございます。

教育長　　今年も、運動会はここではできないわけですね。

新しい学校づくり担当課長　　旧板四中を使ってやります。

委員長　　雨水をためる装置は、最近のゲリラ豪雨のようなものでも十分対応できる量なんでしょうか。

新しい学校づくり担当課長　　この土地面積に対して求められるというところですので、基本的にはそこまで耐えられるとは思うのですけれども、ただ１時間何十ミリという部分では、その求められる量というものが何ミリ対策でということは明らかではないんですけれども、マンション等も含めて、基本的には大規模なものを建てたときに求められる量というのは十分カバーできる量を設定しているようです。
委員長　　そうなんですよね。私のもといたスタジオでも、設計上は十分耐えるのです。１時間というか、１日の雨量で考えれば。ただ、集中豪雨でこられると耐えられない。結局、中に浸水したりなどということになるので、恐らく、こういうところも、そういう計算でやっているとすると、ゲリラ豪雨なんかが来た場合には、水があふれて、多分、下の方に流れていってしまうんじゃないかなという危惧は若干あるかなと思います。
新しい学校づくり担当課長　　正門前の自主管理歩道は、以前と比べていただくとかなり広くなりました。ちょうどバス停があるんですけれども、前を通る利用される方にはすごく評判がいいので。実際は、自主管理が入る関係で、敷地の有効活用部分では少し落ちてしまうんですけれども、学校の正門前というのはすごく広くなりました。

教育長　　特にこれは、高い５メートルのすごい擁壁があるんですけれども、あれが解消されて、植栽されたりするから、裏の方々にとっては非常に素晴らしくなると思います。

委員長　　よろしいでしょうか。

○報告事項

７．その他
委員長　　それでは、次に、教育委員会次第にはありませんが、追加報告事項はありませんか。

学務課長　　　資料がお配りできず恐縮ですが、４月１日現在の児童生徒数につきまして、本来ですと５月１日現在を毎年正式に報告させていただいているんですが、大山小学校の関係もありますので速報という形でご理解いただければと思うのですが。簡単に４月１日現在の児童生徒数の報告させていただきたいと思います。

　まず、全体の数でございますが、小学校につきましては総合計で２万１，７９４人。前年度の４月１日現在に比べて２１２人の減になっております。小学校です。

　次に、中学校でございますが、生徒数は全体で８，９７４人。同じように前年の４月１日現在に比べて１８１名の増というふうになっております。

　個々の学校でございますけれども、まず、規模の大きい学校ということですと、小学校ですと志村第六小学校と北野小学校が２３学級、７５２名で、同じ数字なんですが区内最大ということになります。

　ただ、志村第六小学校の方は特別支援学級を持っておりますので、これが２学級、１４名おりますので、合計しますと２５学級、７６６名ということで、単独で最大の学校が志村第六小学校ということになります。

　人数の小さな小規模校でございますが、こちらは、大山小学校が６学級、６２名ということで、こちらが最小になります。特に第１学年は児童数が１名ということになっております。その次ですと、志村第三小学校が７６名ということで、この２つの学校が児童数２けたの学校ということになります。

　中学校の方でございますが、最大規模は赤塚第三中学校で１９学級、７２４名で、区内最大になっています。

　最も生徒数が少ないのは板橋第五中学校で３学級、８２名ということになっておりまして、先ほどの小学校で児童数が２けたという意味では、今の板橋第五中学校の８２名と、向原中学校が３学級で９２名、この２校がそういう状況にございます。

　なお、学級編制の話でございますが、昨年、小学校１年生で３５人学級が導入されたわけですが、今年度は小学校第２学年になっても３５人学級という形でやっておりまして、さらに中学校第１学年は、今年は３７人という形で、基本的に編成ができるというふうになっております。

　簡単ですが、以上です。

委員長　　この件に関しまして、質疑、ご意見がございましたら、ご発言ください。

　大山小学校の１年生１人のところが一番心配していたのですが、特に問題なく通っているんでしょうか。
新しい学校づくり担当課長　私は入学式に、中に入らせていただいたんですけれども、元気に入学式に入場してきまして、大山小学校では、特別支援学級も含めまして全校で入学式に参加して、温かく迎えていた、みんなで待っていましたというような、そういったような入学式でした。
教育長　　昨日、何人かの幹部職員で大山小学校を実際に見てまいりました。

　午後だったので一、二年生はもう帰った後で、３年生以降の子供たちがいましたけれども、１年生の教室は、１人ですけれども２つ机が並んでいて、先生が隣で並んで教えるという想定をしていると言っています。

　２年生のクラスが５人なんですけれども、６つの机を扇形に並べていまして、１年生はもうほとんど学校に行ったらすぐ２年生の教室に行って、ほとんど一緒に、複式学級みたいなもので一緒に授業を受けて、特に１年生だけでやらなきゃいけないというときだけ１年生のクラスに入っているということで、子供たちの関係は非常にいいということを言っていました。

　

委員長　　よろしいでしょうか。ほかに。

中央図書館長　　中央図書館です。平成２４年度の事業概要について、資料はございませんが、口頭で報告させていただきたいと思います。

　まず、今年は区制施行８０周年ということで記念行事がございますが、こちらにつきまして、今、各館とも協議中ということもございますので、具体的に固まりましたら、また、この場でご報告をさせていただきたいと思います。
　ここでは、まず、それ以外の行事のことについてです。

　まず、子ども読書週間ということで、４月２３日から５月１２日までということで、この期間に合わせて、区内１１館でそれぞれ特色のあるお子さま向け、あと親子向けの、それぞれ、おはなし会、紙芝居、読み聞かせ等を企画してございます。

　そして、これも毎年期間が近くなりましたらご報告させていただいておりますが、「ボローニャブックフェア　ｉｎ　いたばし」が今年度８月１８日から８月２６日で予定してございます。
　その次に、読書週間記念事業ということで、本年度は１０月２７日から１１月９日ということで、これも各館で特別展示など記念事業を行う予定でございます。
　そして、子ども読書週間が５月１２日に終了しまして、読書週間記念事業が１０月２７日に始まりますが、この間の約５カ月間で、主に８０周年記念事業を実施したいと考えてございます。

　まだ検討中ではございますが、主な内容としまして、今、企画しているところは、８０周年の歳月と図書館の歩みということで、そういった８０年前の記念日となる板橋区の図書館の歴史とか、そこら辺のパネル展示等の企画を各館、１１館回って、順次展開していこうと考えております。
　また、ほかには図書館を使った調べる学習コンクールということで、主にお子さまの夏休みの自主研究事業ということで、図書館で色々本とかを調べたりして、分からないことはさらにどこに行けば調べられるのかといったことで、調べる学習の能力の向上を意図した企画として、最終的には表彰を行って、また、全国コンクールというそういった規模でも主催されている事業でございますので、こちらに推薦していくということを考えてございます。
　主に事業的な内容については以上ですが、今年度につきましては、各図書館で、指定管理の図書館なんですが、最終年度ということもございまして、また、平成２５年４月から新しい指定管理者の会社を選定しなければいけませんので、そちらについてのスケジュールもあわせてお話しさせていただきます。
　こちらにつきましても、まだ概要でしか分かりませんが、一応、公募は６月中に行いまして、説明会、申し込みを８月。第一次選定、こちらは主に書面の選定なんですが、そちらの方を９月。また、同じくプロポーザルを９月下旬に予定してございまして、最終的には１０月ぐらいに決定ができればというふうに考えてございます。

　あわせて、第４回の定例会に議決をお諮りするような予定になってございます。

　平成２４年度の中央図書館の事業としましては、以上の内容です。よろしくお願いいたします。

委　員　長　　ありがとうございます。

生涯学習課長　　生涯学習課の平成２４年度の事業について、簡単にご説明させていただきます。

　基本的には、青少年の健全育成並びに社会教育全般について、生涯を通じて学び、幸せな生き方につながるための施策を考えているわけでございまして、特に、大震災以降、人の人とのつながり、きずなの大切さを実感しているわけで、学び支援プランの考え方に基づいて、地域のコミュニティづくりとか、共感を高め合える事業を実施していこうと、そして、学校教育支援にもつながるように工夫を進めていきたいというふうに思っております。

　４月では、２９日に親子たこあげ大会がございます。また、６月には健全育成社明大会を、今度は大ホールでやらせていただいて、教育評論家の親野知可等氏に講演をお願いしているところでございます。

　また、指定管理の関係では、榛名林間学園の方が外部評価の年度に当たっておりますので、教育委員さんにも評価委員をまたお願いをすることになろうかというふうに思っております。

　秋には、板橋音楽祭ジュニア。これは非常に好評な事業でございまして、今年もロータリークラブさんと一緒にやっていきたいなというふうに思っております。

　また、１月になりましたら、青少年表彰が今度３回目を迎えまして、色々これは浸透してきておりますので、どういうふうにまた候補者を選定するかという部分につきましては１つ課題かなというふうに思っております。

　また、生涯学習講座につきましては、平成２３年度は震災の影響を受けて、夏やれるかどうかという課題がございましたので３月に１回だけ実施したものでございますが、今年度は３回を目標に、また大学公開講座につきましては、日大医学部と家政大で実施させていただくことになっております。

　文化財については、例年どおり、伝統芸能等の普及に努めていきたいというふうに思っておりますし、また、学校の教育に関しては、４月、昨日から埋蔵文化財の教材を使った授業について文化財係の学芸員の方が授業に入っているというふうなことも行っております。

　生涯学習課は、以上でございます。

委　員　長　　ありがとうございます。ほかにございますでしょうか。

新しい学校づくり担当課長　　私の方からは、学校の適正規模・適正配置の答申を受けて、その後の教育委員会の基本的な考え方、進め方等を定める基本方針につきまして、現在、案の状況なんですけれども、本日、資料をお渡ししたいと思います。

　内容等、それから進め方の考え方等、ご意見をいただきながらなるべく早い時期にまとめたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。資料をこれからお渡しします。

委員長　　では、ほかにはございませんか。

教育長　　今の関連で、大山小学校の計画に先だって協議会を進めて、準備を進めていますけれども、来週月曜日、１６日の夜に正式に協議会を発足できることになりました。

委員長　　分かりました。
　では、ほかになければ、以上をもちまして、本日の教育委員会を終了いたします。
　
午前　１２時２０分　閉会
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